
 

 

植物防疫所からのお知らせ 
令和３年４月 

植物防疫法施行規則の改正について 

 

国内外での有害動植物の発生情報等に基づき、有害動植物のリスクアナリシスを実施した

結果などにより、植物防疫法施行規則が改正されることとなりました。主な改正点は、①検

疫有害動植物（別表 1）、②輸出国での栽培地検査の対象である地域及び植物（別表 1-2）、

③輸入禁止の対象である地域及び植物（別表 2）、④輸出国での特別な検疫措置の対象であ

る地域及び植物（別表 2-2）の見直しです。また、「植物防疫法施行規則別表一の第一の二

の項の農林水産大臣が指定する有害動物及び同表の第二の二の項の農林水産大臣が指定す

る有害植物」も改正され、輸入検査で発見されても不合格の対象とならない⑤非検疫有害動

植物が追加されました。 

改正内容の詳細は、植物防疫所ホームページをご覧ください。また、地域及び植物ごとの

輸入条件は、輸入条件データベースで調べることができます。 

植物防疫所ホームページ 

 （http://www.maff.go.jp/pps/j/information/seido_minaosi/7ji_210201.html） 

輸入条件データベース（http://www.pps.go.jp/eximlist/Pages/exp/condition.xhtml）（改正準備中） 

 

改正内容 

  

①検疫有害動植物（別表 1）の改正  

区分 検疫有害動植物の見直し 

第 1 有害動物 

(1) 節足動物 

 （追加）Anastrepha striata 

第 2 有害植物 

(3) ウイルス（ウイロイドを含む。） 

 （追加）Tomato mottle mosaic virus 

 

 

②輸出国における栽培地検査が必要な地域及び植物（別表 1 の 2）の改正 

項 検疫有害動植物、対象地域及び植物の見直し 

2 Tuta absoluta（トマトキバガ） 

（地域の追加）ウクライナ、オーストリア、北マケドニア共和国、ジョージア、チェコ、

ドイツ、ベルギー 



 

 

（地域の見直し）アフリカに変更（アルジェリア、アンゴラ、ウガンダ、エジプト、エ

チオピア、エリトリア、ガーナ、カナリア諸島、ケニア、ザンビア、スーダン、セネ

ガル、タンザニア、チュニジア、ナイジェリア、ニジェール、ブルキナファソ、ベナ

ン、ボツワナ、マヨット島、南アフリカ共和国、南スーダン、モザンビーク、モロッ

コ、リビア及びレソトから） 

（植物：変更なし） 

6 Nacobbus aberrans（ニセネコブセンチュウ） 

（地域：変更なし） 

（植物の追加）アトリプレクス・コンフェルティフォリア、いんげんまめ、おらんだふ

うろ、サルソラ・カリ、しろざ、だいこん、てんにんぎく、はまびし、ほうきぎ、ほ

うれんそう、あぶらな属植物 

7 Radopholus similis（バナナネモグリセンチュウ） 

（地域：変更なし） 

（植物の見直し）アヌビアス属植物及びアンスリューム属植物について、対象部位を地

下部から栽培用生植物全体に変更 

8 Meloidogyne enterolobii 
（地域の追加）トーゴ、ベナン、モザンビーク 

（植物の追加）あきにれ、あさ、あぶらつばき、エラエオカルプス・デキピエンス、さ

さげ、だいず、やぶらん属植物 

12 Phytophthora ramorum 
（地域の追加）ベトナム 

（植物の追加）ロフォステモン・コンフェルツス 
16 Eutypa lata 

（地域：変更なし） 

（植物の追加）ざくろ 

17 Guignardia citricarpa 

（地域の追加）チュニジア 

（植物の見直し）宿主植物の切り枝及び切り花を規制対象に追加（「栽培の用に供するも

の」を「栽培の用に供し得るもの」とする） 

22 Broad bean stain virus（ソラマメステインウイルス） 

別表 1-2 から別表 2-2 へ移動 

24 Plum pox virus（ウメ輪紋ウイルス） 

（地域の追加）北マケドニア共和国 

（植物：変更なし） 

 

③輸入禁止となる地域及び植物（別表 2）の改正 

項 検疫有害動植物、対象地域及び植物の見直し 

1 Ceratitis capitata（チチュウカイミバエ） 



 

 

（地域の追加）イラク、ウクライナ、英領チャネル諸島、ブルガリア、ポーランド、ル

ーマニア、プエルトリコ、ベリーズ 

（植物の追加）アコカンテラ・オッポシティフォリア、アコカンテラ・シンペリ、アジ

マ・テトラカンタ、アルタボトリス・モンテイロアエ、アンティデスマ・ウェノスム、

ウィクストロエミア・フィリレイフォリア、エウクレア・ディウィノルム、エケベル

ギア・カペンシス、オクシアンツス・ザングエバリクス、オピリア・アメンタケア、

オレア・ウッディアナ、カッシネ・シュヴァインフルティアナ、きんきじゆ、くさと

べら、グルーイア・トリコカルパ、サラシア・エレガンス、スカエウォラ・プルミエ

リ、てんじくいぬかんこ、はてるまぎり、ハルペフィルム・カッフルム、フィリキウ

ム・デキピエンス、ブティア・エリオスパタ、ブティア・カピタタ、フラゲラリア・

グイネエンシス、フルエッゲア・ウィロサ、ブルケア・フェルギネア、ベルベリス・

ホルスティー、ペンタロパロピリラ・ウンベルラタ、ボウレリア・ペティオラリス、

ポリスファエリア・パルウィフォリア、モノドラ・グランディディエリ、ランプロタ

ムヌス・ザングエバリクス、ルディア・マウリティアナ、インガ属植物、ヴァングエ

リア属植物、ドリペテス属植物、ふうちようぼく属植物、マチン属植物 

（植物の見直し）さぼてん科からイエローピタヤ及びヒロセレウス・ポリリズスを除く 

2 Bactrocera dorsalis species complex（ミカンコミバエ種群） 

（地域の追加）エリトリア、カーボベルデ、ジンバブエ、スリナム、フランス領ギアナ、

オーストラリア領クリスマス島 

（植物の追加）あかぎ、アザディラクタ・エクセルサ、アフゼリア・クシロカルパ、あ

まめしば、アランギウム・キネンセ、アランギウム・サルウィーフォリウム、アルタ

ボトリス・シアメンシス、アルタボトリス・モンテイロアエ、アルピニア・ムティカ、

アレンガ・ウェスターハウティー、イカキナ・セネガレンシス、イクソラ・ジャワニ

カ、イクソラ・マクロティルサ、いぬびわ、イルビンギア・マラヤナ、ウバリア・カ

マエ、ウバリア・グランディフロラ、エクスコエカリア・アガロカ、エラエオカルプ

ス・ハイグロフィルス、おうぎやし、おおいたび、おおばいぬびわ、おおばらいちご、

おきなわすずめうり、オクレイナウクレア・メインゲイイ、オピリア・アメンタケア、

カカオノキ、カッパリス・セピアリア、カッパリス・トメントサ、からすうり、キオ

ナンツス・パーキンソニー、キサントフィルム・アモエヌム、キサントフィルム・フ

ラウェスケンス、キシメニア・アメリカナ、きばなきようちくとう、ククルビタ・ア

ルギロスペルマ、グネツム・グネモン、グメリナ・エリプティカ、グメリナ・フィリ

ッペンシス、クリソバラヌス・イカコ、くろみのおきなわすずめうり、ケドロスティ

ス・ヒルテラ、コッキニア・グランディス、こみのくろつぐ、コルディア・ミクサ、

さとうやし、サバ・コモレンシス、サバ・セネガレンシス、さるかけみかん、シトロ

フォーチュネラ・ミクロカルパ、しようべんのき、しろだも、スコエフィア・フラグ

ランス、セルティス・テトランドラ、たぶのき、ディレニア・オボバタ、デスモス・

キネンシス、てんにんか、とうぐわ、とかどへちま、ナウクレア・オリエンタリス、

ながばのごれんし、ハエマトスタフィス・バーテリ、はくさんぼく、はまいぬびわ、



 

 

はまびわ、パリナリ・アナメンシス、ひようたんのき、ひろはふさまめのき、ファグ

ラエア・ケイラニカ、ファグラエア・ラケモサ、フィクス・オットニーフォリア、フ

ィクス・ヒスピダ、フィクス・ベンジャミナ、フィサリス・ミニマ、フェイジョア、

フラクールティア・ルカム、ブレイニア・ラケモサ、ブレオニア・キネンシス、ヘイ

ネア・トリジュガ、へちま、ベルノキ、ポリアルティア・ロンギフォリア、ホリガル

ナ・クルツィー、まるばちしやのき、まるめろ、マンメア・シアメンシス、ミクソピ

ルム・スミラキフォリウム、ミクロコス・トメントサ、めじろほおずき、メロン、モ

モルディカ・バルサミナ、やえやまあおき、やぶにつけい、レピサンテス・テトラフ

ィラ、レピサンテス・ルビギノサ、リカニア属植物 

（植物の見直し）ばしよう属植物（成熟していないバナナの生果実を除く。）（成熟した

バナナの生果実から変更）、ひいらぎとらのお属（アセロラから変更）、ぶどう属植物

（ぶどうから変更）のほか、「かんきつ類」を「げつきつ、からたち属植物、きんか

ん属植物及びみかん（かんきつ）属植物並びにこれらの交雑種」と明示（クインスラ

ンドミバエ及びウリミバエも同じ）し、ヒロセレウス属植物からイエローピタヤを除

く 

３ Bactrocera tryoni（クインスランドミバエ） 

（地域：変更なし） 

（植物の追加）あかたねのき、イエローピタヤ、イランイランノキ、いんどうおとりぎ、

うどんげのき、えぞのへびいちご、エンディアンドラ・ウォルフェイ、エンディアン

ドラ・ミクロネウラ、エンディアンドラ・ロンギペディケラタ、オオバノマンゴスチ

ン、おおみいぬかんこ、おきなわすずめうり、オクロシア・ムーレイ、カスタノスポ

ラ・アルファンディー、カナリウム・ウルガレ、カラリア・ブラキアタ、ガルシニア・

ウォレニー、キシメニア・アメリカナ、きばなきようちくとう、サラシア・キネンシ

ス、ジャボチカバ、セメカルプス・アウストラリエンシス、ダウィドソニア・プルリ

エンス、てりはばんじろう、てりはぼく、ナウクレア・オリエンタリス、ながばのご

れんし、ぱらみつ、バリントニア・アジアティカ、バリントニア・エドゥリス、バリ

ントニア・カリプトラタ、ファグラエア・グラシリペス、ファレリア・クレロデンド

ロン、フィクス・パンケリアナ、プシディウム・アクタングルム、プシディウム・ギ

ネンセ、プランコニア・カレヤ、プレイオギニウム・チモリエンセ、べにすもも、ポ

ウロウマ・セクロピーフォリア、ポメティア・ピンナタ、マクルラ・ポミフェラ、メ

ロドルム・ライヒハルティー、やえやまあおき、ランブータン、りゆうがん 

（植物の見直し）イエローピタヤ（ヒロセレウス・メガランサスから変更）、げつきつ（ム

ラーヤ・エキゾチカから変更）、ばしよう属植物（成熟していないバナナの生果実を

除く。）（成熟したバナナの生果実から変更）、ぶどう属植物（ぶどうから変更） 

4 Bactrocera cucurbitae（ウリミバエ） 

（地域の追加）エチオピア、コンゴ民主共和国、シエラレオネ、ソマリア、ブルンジ、

マラウイ、モザンビーク、オーストラリア領クリスマス島、ソロモン 

（植物の追加）アデニア・ホンダラ、アンノナ・セネガレンシス、いぬびわ、いぬほお



 

 

ずき、おおいたび、おおぶどうほおずき、カシューナッツ、きんぎんなすび、くだも

のとけい、こだちとまと、スウィートオレンジ、ストリクノス・スピノサ、ソラヌム・

アエティオピクム、ソラヌム・アングイビ、ソラヌム・セッシリフロルム、ソラヌム・

トリロバツム、ソラヌム・マクロカルポン、ソラヌム・リンナエアヌム、だいおうな

すび、たまさんご、テトラスティグマ・レウコスタフィルム、なつめ、ばんじろう、

ももたまな、やんばるなすび 

（植物の見直し）ヒロセレウス属植物からイエローピタヤを除く 

10 Globodera rostochiensis（ジャガイモシストセンチュウ） 

（地域の追加）ウガンダ、ルワンダ 

（植物：変更なし） 

16 Erwinia amylovora（火傷病菌） 

（地域の追加）大韓民国 

（植物：変更なし） 

 

④輸出国での特別な検疫措置の対象とする地域及び植物（別表 2 の 2）の改正 

項 検疫有害動植物、対象地域及び植物の見直し 

1 Anastrepha fraterculus（ミナミアメリカミバエ） 

（地域：変更なし） 

（植物の追加）イエローピタヤ 

（植物の見直し）かき属植物（かきから変更） 

3 Anastrepha ludens（メキシコミバエ） 

（地域：変更なし） 

（植物の見直し）かき属植物（かきから変更） 

5 Anastrepha suspensa（カリブミバエ） 

（地域：変更なし） 

（植物の見直し）かき属植物（かきから変更） 

17 Phytophthora ramorum 
（地域の追加）ベトナム 

（植物の追加）ロフォステモン・コンフェルツス 

20 Candidatus Liberibacter solanacearum 
（地域の追加）エクアドル 

（植物：変更なし） 

23 Xylella fastidiosa 
（地域：変更なし） 

（植物の追加）あめりかのうぜんかずら、あめりかのきび、あめりかふじ、ありたそう、

いたどり、ウィキア・ルドウィキアナ、おひしば、かき、かじのき、カリプトカルプ

ス・ビアリスタツス、きぬげちちこぐさ、ぎよりゆうもどき、きんごじか、クロトン・

セティゲルス、クロリス・ハロフィラ、コエロラキス・キリンドリカ、ごくらくちよ



 

 

うか、こだちあさがお、サントリナ、シジギウム・パニクラツム、シンフィオトリク

ム・ディウァリカツム、せいようたんぽぽ、ソフォラ・セクンディフロラ、つるめひ

しば、なつつばき、なはかのこそう、はぜらん、パッシフロラ・フォエティダ、パラ

ゴムノキ、はりえんじゆ、はりまつり、ヒポカエリス・ブラシリエンシス、ファラリ

ス・アングスタ、フラングラ・アルヌス、フロミス・フルティコサ、ヘテロテカ・グ

ランディフロラ、ほそばめはじき、みなとあかざ、メリキツス・ラミフロルス、メレ

ミア・マクロカリクス、モンティアストルム・リネアレ、やつで、やぶちよろぎ、ア

ルクトスタフィロス属植物、ヴァーノニア属植物、ウロクロア属植物、エリオゴヌム

属植物、きび属植物、サッサフラス属植物、しながわはぎ属植物、すげ属植物、はま

あかざ属植物、ブラキグロッティス属植物 

（植物の見直し）いぬびえ（エキノクロア・クルスガルリから変更）、さるおがせもどき

（ティランジア・ウスネオイデスから変更）、あかしあ属植物（アカシア・サリグナ、

ながばあかしあ及びふさあかしあから変更）、あきのきりんそう属植物（ソリダゴ・

ウィルガウレア及びソリダゴ・フィスツローサから変更）、アニサンサ属植物（ひげ

ながすずめのちやひきから変更）、あぶらな属植物（ブラシカ・ニグラから変更）、い

ぬたで属植物（ポリゴヌム・ペルシカリア及びポリゴヌム・ラパシフォリウムから変

更）、いぼたのき属植物（とうねずみもちから変更）、ウエストリンギア属植物（ウエ

ストリンギア・グラブラ及びウエストリンギア・フルティコサから変更）、うまごや

し属植物（アルファルファ及びうまごやしから変更）、うるし属植物（ルス・ディベ

ルシロバから変更）、エウリオプス属植物（エウリオプス・クリサンテモイデス及び

エウリオプス・ペクティナツスから変更）、えにしだ属植物（えにしだ及びキティス

ス・ビルロススから変更）、オステオスペルムム属植物（ディモルフォテカ・フルテ

ィコサから変更）、おなもみ属植物（クサンティウム・ストルマリウム及びクサンテ

ィウム・スピノスムから変更）、オリーブ属植物（オリーブから変更）、カッシア属植

物（こえびすぐさから変更）、カマエシケ属植物（ユーフォルビア・カマエシセ及び

ユーフォルビア・ヒルタから変更）、かやつりぐさ属植物（めりけんがやつりから変

更）、カリコトメ属植物（カリコトメ・スピノサ及びカリコトメ・ビルロサから変更）、

きだちるりそう属植物（ようしゆきだちるりそうから変更）、ぎようぎしば属植物（ぎ

ようぎしばから変更）、くるみ属植物（ぺるしやぐるみ及びユグランス・カリフォル

ニカから変更）、くわ属植物（くろみぐわ、とうぐわ及びレッドマルベリーから変更）、

ごじあおい属植物（キスツス・アルビドゥス、キスツス・クレティクス、キスツス・

サルウィーフォリウス及びキスツス・モンスペリエンシスから変更）、コニザ属植物

（ひめむかしよもぎから変更）、コプロスマ属植物（コプロスマ・レペンス及びコプ

ロスマ・ロブスタから変更）、コロキア属植物（コロキア・コトネアステル及びコロ

キア・マクロカルパから変更）、コロノプス属植物（コロノプス・ディディムスから

変更）、サルウィア属植物（サルウィア・アピアナ及びサルウィア・メッリフェラか

ら変更）、さるすべり属植物（さるすべりから変更）、しやじくそう属植物（しろつめ

くさから変更）、すずかけのき属植物（あめりかすずかけのき、かりふおるにあすず



 

 

かけのきから変更）、すずめのちやひき属植物（ひげながすずめのちやひきから変更）、

すずめのひえ属植物（しますずめのひえから変更）、スパルティウム属植物（レダマ

から変更）、せいようひるがお属植物（コンウォルウルス・クネオルム及びせいよう

ひるがおから変更）、セネキオ属植物（のぼろぎくから変更）、センナ属植物（こえび

すぐさから変更）、つた属植物（バージニアづたから変更）、つゆくさ属植物（まるば

つゆくさから変更）、ディモルフォテカ属植物（ディモルフォテカ・フルティコサか

ら変更）、とうだいぐさ属植物（ユーフォルビア・カマエシセ、ユーフォルビア・テ

ラキナ及びユーフォルビア・ヒルタから変更）、どくむぎ属植物（ほそむぎから変更）、

とちのき属植物（アエスクルス・ヒブリダから変更）、とべら属植物（くろばとべら、

ピットスポルム・ウンベラツム、ピットスポルム・エウゲニオイデス及びピットスポ

ルム・クラッシフォリウムから変更）、なす属植物（ソラヌム・エラエアグニフォリ

ウム及びてりみのいぬほおずきから変更）、なつめやし属植物（しんのうやし及びせ

ねがるやしから変更）、にくきび属植物、にちにちそう属植物（にちにちそうから変

更）、のげし属植物（のげしから変更）、のぶどう属植物（アンペロプシス・アルボレ

ア、アンペロプシス・コルダタ及びのぶどうから変更）、はしかぐさもどき属植物（リ

カルディア・ブラジリエンシスから変更）、はなずおう属植物（あめりかはなずおう、

ケルキス・オッキデンタリス及びせいようずおうから変更）、ばら属植物（ロサ・カ

ニナ、ロサ・カリフォルニカ及びロサ・フロリブンダから変更）、はりえにしだ属植

物（ウレクス・ミノル及びはりえにしだから変更）、ひとつばたご属植物（ひとつば

たごから変更）、ひまわり属植物（ひまわりから変更）、ひめはぎ属植物（ポリガラ・

ミルティフォリアから変更）、ひゆ属植物（あおげいとう）、フォルミウム属植物（ニ

ューサイラン及びフォルミウム・クッキアヌムから変更）、ぶたくさ属植物（アンブ

ロシア・トリフィダ、アンブロシア・プシロスタキア及びぶたくさから変更）、ふよ

う属植物（ふうりんぶつそうげ及びむくげから変更）、ペカン属植物（ペカンから変

更）、ヘリクリスム属植物（ヘリクリスム・イタリクム及びヘリクリスム・ストエカ

ス）、まめぐんばいなずな属植物（コロノプス・ディディムスから変更）、ミオポルム

属植物（ミオポルム・インスラレ及びミオポルム・ラエツム）、みちやなぎ属植物（ポ

リゴヌム・アレナスツルム、ポリゴヌム・ペルシカリア及びポリゴヌム・ラパシフォ

リウムから変更）、むかしよもぎ属植物（あれちのぎく、おおあれちのぎく及びひめ

むかしよもぎから変更）、メガシルスス属植物、めひしば属植物（ディギタリア・イ

ンスラリス、ディギタリア・サングイナリス、ディギタリア・ホリゾンタリスから変

更）、もちのき属植物（ヤポンノキから変更）、ユーカリノキ属植物（エウカリプツス・

カマルドゥレンシス及びエウカリプツス・グロブルスから変更）、よもぎ属植物（ア

ルテミシア・アルボレスケンス及びアルテミシア・ダグラシアナから変更）、ルピヌ

ス属植物（ルピヌス・アリドルム及びルピヌス・ウィロススから変更） 

25 Pepino mosaic virus 
（地域の追加）イスラエル 

（植物：変更なし） 



 

 

26 Columnea latent viroid 

（地域：変更なし） 

（植物の追加）とうがらし（種子：栽培の用に供するもの 生植物（種子及び果実を除

く。）：栽培の用に供し得るもの）、ソラヌム・ストラモニーフォリウム（生植物（種

子及び果実を除く。）：栽培の用に供し得るもの） 

29 Tomato chlorotic dwarf viroid（トマト退緑委縮ウイロイド） 

（地域：変更なし） 

（植物の追加）なす（種子：栽培の用に供するもの 生植物（種子及び果実を除く。）：

栽培の用に供し得るもの）、カリブラコア属（生植物（種子及び果実を除く。）：栽培

の用に供し得るもの） 

36 Tomato brown rugose fruit virus 
（地域の見直し）「全ての地域」とする 

（植物：変更なし） 

 

新たに追加された検疫有害動植物 

 輸出国の政府機関により発行された検査証明書又はその写しに、遺伝子診断などの適切と認

められる方法による検査や作業計画に基づく検疫措置が行われ、かつ、対象となる検疫有害動

植物に侵されていないことが特記されている必要があります。 

39 Broad bean stain virus（ソラマメステインウイルス） 
（別表１－２から移動） 

（地域）中華人民共和国、イラン、シリア、トルコ、ヨルダン、レバノン、イタリア、

英国、オーストリア、スロバキア、ドイツ、ハンガリー、ポーランド、エジプト、エ

チオピア、スーダン、チュニジア、南スーダン、モロッコ、リビア 

（植物）えんどう、そらまめ及びひらまめの種子であつて栽培の用に供するもの 

40 Anastrepha striata 
（新規） 

（地域）エクアドル、エルサルバドル、オランダ領アンティル、ガイアナ、グアテマラ、

コスタリカ、コロンビア、スリナム、トリニダード・トバゴ、ニカラグア、パナマ、

パラグアイ、ブラジル、フランス領ギアナ、ベネズエラ、ベリーズ、ペルー、ボリビ

ア、ホンジュラス、メキシコ 

（植物）アセロラ、アビウ、アラビアコーヒー、インガ・エドゥリス、インガ・ベルテ

ィナ、カシューナッツ、カリオカル・グラブルム、カリコルプス・モリツジアヌス、

カンポマネシア・コルニフォリア、くだものとけい、コウマ・ウティリス、コガネモ

ンビン、こすたりかばんじろう、ごれんし、すいしようがき、スウィートオレンジ、

スポンディアス・ドゥルキス、たちばなあでく、ディオスピロス・ディジナ、てりは

ばんじろう、ナンセ、バカバやし、パパイヤ、パラハンコルニア・アマパ、ぱらみつ、

ばんじろう、プシディウム・アクタングルム、プシディウム・グイネエンセ、プシデ

ィウム・ケンネディアヌム、プシディウム・サルトリアヌム、プシディウム・ラルオ



 

 

ッテアヌム、ベルキア・グロッスラリオイデス、ベルキア・ディコトマ、ベルキア・

ペンタメラ、ポウテリア・トルタ、まれいふともも、マンゴウ、モンビン、ユーゲニ

ア・スティピタタ、ユーゲニア・リグストリナ、ユーゲニア・ルスクナティアナ、れ

んぶ及びロリニア・ムコサの生果実 

41 Tomato mottle mosaic virus 
（新規） 

（地域）中華人民共和国、イスラエル、イラン、スペイン、チェコ、アメリカ合衆国、

ブラジル、メキシコ 

（植物）とうがらし及びトマトの種子であつて栽培の用に供するもの並びにきだちとう

がらし、とうがらし、トマト及びなすの生植物（種子及び果実を除く。）であつて栽

培の用に供し得るもの 

 上記②④の見直しにより、これまで輸出国で特別な検疫措置を行う必要がなかった植物に

ついて検疫措置が必要となったり、これまで輸出国でも特別な検疫措置を行う必要があり、

これに追加して別の検疫有害動植物に対する検疫措置が必要となったりする場合がありま

すので、ご注意ください。 

（追記例） 

基本的なパターン 

Fulfills item （項番） of the Annexed Table （施行規則別表の番号） of the Ordinance for Enforcement of 

the Plant Protection Act (MAF Ordinance No73/1950) 

 

Tomato brown rugose fruit virus の例 

Fulfills item 36 of the Annexed Table 2-2 of the Ordinance for Enforcement of the Plant Protection Act 

(MAF Ordinance No73/1950) 

 

Fusarium oxysporum f. sp. pisi（エンドウ萎ちよう病菌）に加え、Broad bean stain virus 
に対する検疫措置が必要となった例 

Fulfills item 10 of the Annexed Table 1-2 and item 39 of the Annexed Table 2-2 of the Ordinance for 

Enforcement of the Plant Protection Act (MAF Ordinance No73/1950) 

 

⑤非検疫有害動植物の改正 

区分 追加 

第 1 検疫有害動物から除くもの 

(1) 節足動物 

 Eupteryx decemnotata, Mecinus pascuorum （ ヘ ラ オ オ バ コ コ バ ン ゾ ウ ム シ ） , 
Parthenolecanium persicae（チャノカタカイガラムシ）, Tuberolachnus macrotuberculatus（ビ

ワコブオオアブラムシ） 

第 2 検疫有害植物から除くもの 

(1) 真菌及び粘菌 



 

 

 Alternaria crassa（チョウセンアサガオ類輪紋病菌）, Pythium brassicum（ピシウム・ブラ

シクム） 

(2) 細菌 

 Pantoea ananatis（パントエア・アナナティス） 

 

 

施行日（適用開始日）について 

新たな規則については公布日（官報掲載日）の翌日午前０時以降に我が国に輸入（輸送さ

れてきた船または航空機から卸下）されたものから適用されます。施行日前後の対応は以下

のとおりです。 

 

前 施行日 後 対応 

申 請→ 卸 下→ 検 査 

申 請→ 卸 下→ 

卸 下→ 申 請→ 

申 請→ 

卸 下→ 

 

検 査 

検 査 

卸 下 

申 請 

 

 

 

→ 検 査 

→ 検 査 

現行措置 

現行措置 

現行措置 

新たな規則適用 

現行措置 

 


